
    

今
は
昔
の
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん　

儀
式
殿

今
は
昔
の
こ
ん
ぴ
ら
さ
ん　

儀
式
殿

　

当
社
儀
式
殿
は
北
丹
大
震
災
復
興
事
業
で

本
殿
拝
殿
と
同
様
昭
和
五
年
に
造
営
さ
れ
ま
し

た
。当
初
は
斎
館
社
務
所
の
一
つ
と
し
て
建
て

ら
れ
、二
間
か
ら
な
る
大
広
間
に
立
派
な
床
の

間
が
あ
り
ま
し
た
。戦
後
に
は
神
前
結
婚
式
の

要
望
が
増
え
る
な
か
神
殿
が
整
え
ら
れ
、一
般

報
賽
の
祈
祷
も
行
う
よ
う
に
な
り
儀
式
殿
と
し

て
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

写
真
は
昭
和
五
年
竣
功
当
時
の
も
の
で
、

中
央
の
手
水
舎
は
罹
災
を
免
れ
た
手
水
鉢
だ

け
が
遺
さ
れ
、左
端
の
神
馬
像
も
先
代
の
も
の

で
す
。境
内
の
樹
木
も
ま
ば
ら
で
現
在
あ
る
松

や
境
内
木
の
大
半
は
こ
れ
以
降
に
植
栽
さ
れ
た

こ
と
が
解
り
ま
す
。

　

斎
館
社
務
所
は
創
建
時
に
は
籠
り
堂
と
し
て

山
内
佐
々
木
社
の
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
し
た
が

明
治
二
十
年
に
御
山
の
麓
に
二
階
建
の
立
派
な

建
物
が
新
築
さ
れ
、翌
二
十
一
年
に
は
有
栖
川

宮
熾
仁
親
王
が
立
ち
寄
ら
れ
て
い
ま
す
。
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７月２０日と
８月1７日は
夕涼み市開催！！
１６：００～２０：００

出展者 スタッフ募集中！！

、
は
合
場
の
天
雨

の
日
九
十
二
月
七

す
ま
し
施
実
で
祭
月
無
水
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催

祭
大
季
夏
社
神
羅
比
刀
金

会
員
委
行
実
火
花

日
九
月
七

（
水
）

時
八
後
午

 

 
 

社
神
羅
比
刀
金

夏

 

季
大
祭

★お参りと清掃奉仕の後
　お茶とお菓子をいただきます。
☆青木順子先生の論語の
   お勉強があります。
   大きな声で「素読」して 
   楽しく学びます。

そどく

  日    時　８月３日　9月 28日　12月７日
　　　　　午前９時 30分～
              ２ヶ月に１度日曜日に開催
  参加料  子ども ３００円　大人 ５００円
  講　師　青 木 順 子 （あおき よりこ）先生　 
               とやま論語を楽しむ会 代表

おとなも
 こどもも 
  たのしい

一番わかりやすいと大人気の
『こども論語塾』の本で一緒に学びませんか
幼いお子様も大歓迎！ 親子でのご参加お待ちします。

『論語』には こどもに伝えたい
 大切なことが詰まっています。

★　 ★

500円



　

斎
館
と
は
祭
礼
前
に
奉
仕
者
が
潔

斎
を
行
い
外
界
の
穢
れ
を
嫌
っ
て
お

籠
も
り
を
す
る
建
物
の
こ
と
を
い
い
、

神
社
で
は
本
殿
な
ど
に
準
ず
る
大
切

な
社
殿
で
す
。

　

戦
後
の
丹
後
で
は
「
結
婚
式
は

こ
ん
ぴ
ら
さ
ん
で
」
と
い
わ
れ
る
ほ

ど
婚
礼
の
要
望
が
多
く
な
り
、
昭
和

四
十
年
代
に
は
年
に
三
〇
〇
組
も
の

婚
礼
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
斎
館
和

室
は
婚
礼
控
え
室
や
披
露
宴
会
場
と

し
て
用
い
ら
れ
ま
し
た
が
、
多
く
の

要
望
に
応
え
き
れ
ず
昭
和
三
十
四
年

に
は
新
館
を
増
築
し
、
昭
和
四
十
七

年
に
は
会
館
が
新
築
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
九
年
に
は
神
殿
が
整
え
ら
れ
、

以
降
初
宮
詣
や
七
五
三
詣
な
ど
の
報

賽
祈
祷
は
儀
式
殿
で
行
っ
て
い
ま
す
。

近
年
婚
礼
の
減
少
と
と
も
に
斎
館
の

利
用
も
減
っ
て
い
ま
し
た
が
、
二
百

年
祭
を
契
機
に
始
ま
っ
た
「
こ
ん
ぴ

ら
手
づ
く
り
市
」
や
「
こ
ど
も
論
語

塾
」
で
活
用
い
た
だ
い
て
お
り
、
参

加
者
に
は
神
社
斎
館
の
風
情
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

  

有
栖
川
宮
熾
仁
親
王
宸
筆

　

儀
式
殿
内
に
は
有
栖
川
宮
熾
仁
親

王
宸
筆
『
皇
祚
無
窮
』
の
額
が
あ
り

ま
す
。
明
治
二
十
一
年
に
ご
夫
妻
で

の
親
拝
が
あ
り
、
当
時
ま
だ
御
山
の

麓
に
あ
っ
た
斎
館
に
ご
休
憩
さ
れ
て

い
て
、
そ
の
記
念
に
遺
し
て
い
た
だ

い
た
よ
う
で
す
。

　

橋
本
関
雪
の
扁
額

　

儀
式
殿
正
面
に
か
か
る
扁
額
『
掲

國
風
』
（
国
風
を
掲
げ
る
）
は
昭
和

十
年
頃
に
峰
山
に
逗
留
し
て
い
た
橋

本
関
雪
の
筆
に
よ
る
も
の
で
、
原
書

は
斎
館
の
和
室
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
関
雪
は
「
こ
ん
ぴ
ら
宝
船
図
」

も
遺
し
て
お
り
、
こ
の
画
は
結
婚
式

の
記
念
品
な
ど
に
用
い
て
い
ま
す
。

　

丹
後
こ
ど
も
論
語
塾
で
「
楷
の
木
」

を
献
木
す
る
こ
と
と
な
り
、
四
月
教

室
の
際
参
加
者
皆
さ
ん
で
植
樹
作
業

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

楷
の
木
は
「
孔
子
木
」
と
い
わ
れ
、

孔
子
の
霊
廟
に
は
弟
子
の
手
で
植
え

ら
れ
た
も
の
が
繁
茂
し
て
お
り
、
日

本
に
も
大
正
期
に
も
た
ら
さ
れ
て
、

各
地
の
藩
校
跡
や
孔
子
に
ゆ
か
り
の

地
で
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

大
木
に
育
ち
秋
に
は
見
事
な
紅
葉

を
す
る
そ
う
で
す
の
で
、
論
語
塾
の

こ
ど
も
た
ち
と
共
に
成
長
し
て
い
く

姿
が
楽
し
み
で
す
。

  　

数
十
年
前
か
ら
松
枯
れ
被
害

に
苦
し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、

特
に
昨
年
夏
の
酷
暑
と
少
雨
の

影
響
か
境
内
の
多
く
の
松
が

弱
っ
て
し
ま
い
、
社
務
所
中
庭

の
一
本
と
亀
の
池
南
側
の
松
は

つ
い
に
手
遅
れ
と
な
り
伐
採
し

ま
し
た
。

　

残
っ
た
松
を
な
ん
と
か
守
ろ

う
と
こ
の
度
初
め
て
樹
木
医
の

方
に
診
て
も
ら
い
根
本
治
療
に

着
手
、
根
の
あ
る
地
面
の
環
境

を
変
え
る
た
め
、
松
と
共
生
関

係
の
あ
る
き
の
こ
の
菌
と
炭
を

埋
め
る
作
業
を
し
て
い
た
だ
き
、

し
ば
ら
く
様
子
を
見
守
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

松
枯
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
マ
ツ

ク
イ
ム
シ
」
と
よ
ば
れ
る
被
害

で
、
樹
勢
の
弱
っ
た
木
が
ム
シ

に
犯
さ
れ
る
た
め
樹
勢
の
回
復

が
根
本
治
療
に
な
り
ま
す
。

弱
っ
た
木
は
根
に
原
因
が
あ
る

場
合
が
多
く
、
根
の
働
き
を
よ

く
す
れ
ば
木
全
体
が
元
気
に
な

る
よ
う
で
す
。

　

松
は
神
社
の
景
観
に
と
っ
て

大
切
な
存
在
で
す
が
、
自
然
環

境
の
変
化
も
あ
り
、
松
だ
け
で

な
く
神
門
下
に
あ
る
象
徴
的
な

紅
葉
が
枯
れ
た
の
を
は
じ
め

山
内
の
樹
木
も
生
育
が
難
し
く

な
っ
て
い
る
よ
う
で
大
変
心
配

さ
れ
ま
す
。

　

大
祭
の
折

に
参
道
を
飾

る
祭
礼
大
幟

の
傷
み
が
進

み
、
神
社
役

員
総
代
一
同

ら
に
よ
っ
て

新
調
ご
奉
納

い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

斎
館
と
儀
式
殿

松 

養 

生 

作 

業

 

楷
の
木
を
植
樹

奉 

納

  

御 

礼

念
品
な
ど
に
用
い
て
い
ま
す
。

れ
本
に

各
地

地
で大

を
す

こ
ど

姿
が

で
す

親りでのてだ

の
記
念念
品
な
ど
に
用

儀式殿扁額「掲国風」

論語塾こどもたちによる植樹

橋本関雪「こんぴら宝船」

有栖川宮熾仁親王宸筆

建設中の斎館と儀式殿

現在の斎館と儀式殿

カ
イ

松の根本治療作業

新調奉納された祭礼大幟

楽

み
で
す

姿
が

祭
礼
大
幟 

四
対　

平
成
二
十
五
年 

七
月

責
任
役
員　

井　

上　
　
　

敏　

殿

 

     　

錦　

織　
　
　

隆　

殿

 

   　

  

稲　

葉　

悦　

男　

殿

 

     　

中　

山　
　
　

力　

殿

 

     　

松　

本　

研　

二　

殿

総　
　

代   

西　

垣　

徳　

彦　

殿

　
　
　
　

  

山　

本　

喜
与
志　

殿

 

     　

松　

﨑  　
　

 

修　

殿

　
　
　
　

  

藤　

原　

邦　

夫　

殿

 

        

井　

上　

五　

朗　

殿

　
　
　
　

  

森     　

 

一　

彦　

殿

顧　
　

問　

吉　

村　

孝　

道　

殿

　
　
　
　

  

寺　

田　

厚　

生　

殿

　
　
　
　

  

平　

田　

富　

義　

殿

祭
礼
大
幟 

一
対　

平
成
二
十
六
年 

四
月

　
　
　
　

  

安　

田　

清　

志　

殿

　
　
　
　

  

吉　

岡　
　
　

勲　

殿

    
金
刀
比
羅
会 

役
員
名
簿 

敬
称
略

会　

長　

稲
葉
悦
男

副
会
長　

西
垣
徳
彦　

松
本
研
二

監　

事　

藤
原
邦
夫　

井
上
五
朗　

横
井
邦
夫

　　
　
　

  

地
区
評
議
員　

 

指
名
評
議
員　

   
地
区
委
員　

   

元
町
区   

早
川
邦
生     

山
下
重
雄       
金
安
義
孝

  

 

 

 

        

川
島
三
次

   

一　

区   

吉
岡　

勲     

岡
崎
一
芳       

吉
岡
博
泰

 

 

         

田
中
修
一
郎    

羽
田
陽
次

   

二　

区　 

吉
岡
邦
雄     

北
垣
達
夫

   

三　

区　

 

松
村　

繁     

安
田
清
志 

   

四　

区　

 

赤
岩　

淳     

吉
見
英
次 

   

五　

区　

 

寺
田
泰
政     

田
中
啓
一       

粟
倉
正
雄

   

六　

区    

田
中
敏
和     

横
井
邦
夫 

 

 

          

山
本
英
雄 

   

七　

区　

 

尾
早
敏
明      

 

 

          

荻
野
正
二 

   

八　

区　

 

髙
橋
岩
夫     

木
村
成
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

由
利
敏
雄 

   

九　

区　

 

寺
田
義
明     

平
井　

猛       

中
西　

実

 

 

　
　
　

中
川
芳
隆

   

十　

区 　

稲
葉
悦
男      

赤
岩
康
利 

 

 

          

三
木
邦
彦 

   

十
一
区 　

堀
井
久
男     

木
下
譲
太
郎    

奥
田
晋
也

   

十
二
区 　

大
森
孝
市     

小
西
哲
夫       

中
村
和
正

   

十
三
区 　

芦
田
登
美
子  

松
本
鐘
三
郎 

   

十
四
区 　

沖　

    

一    

小
野
甚
一       

中
村
健
之

 

 

 

 

        

中
井　

望

   

十
五
区 　

岸
村　

進　
　
 

        

吉
田
件
昨

   

十
六
区 　

中
山
幸
典     

廣
野
勇
夫 

   

十
七
区 　

中
山　

一     

岸
本
博
一       

由
良
隆
彦

   

十
八
区 　

谷
川
朋
彦     

矢
谷
平
夫       

真
岡
修
治


